
倍 数 性 桑 品 構 し ん け ん も ち、 あ お ば れ ず み の 飼 料 価 値

( 蚕 試 ;  裁桑 部、 養 蚕 経 営 部 )

1 . 背 景 と ね ら い

桑 園 の 土 地 生 産 性 の 向 上 に は、 単 位 面 積 か ら 高 い 桑 典 生 産 量 と 素 葉 の 収 殺 工 に と

も な う 産 絹 量 の 向 上 力! 必 要 で あ る。 そ こ で、 近 年 命 名 登 録 さ れ た 3 倍 体 桑 品 種 「 し

ん け ん も ち 」 「あ お ば ね ず み 」 と、 既 に 栽 培 さ れ て い る 2 倍 体 桑 品 覆 改 良 品 返、 剣

持、 ゆ き じ の ぎ を 用 い 普 通 植 桑、 経 植 桑 に つ い て 飼 料 価 値 を 繭 賀 の 面 か ら 明 ら か に

す る。

2 . 技 術 内 容

( 1 ) 3 倍 体 桑 品 覆 し ん け ん も ち、 あ お ば ね ず み は、 初 秋 ・ 晩 秋 蚕 期 で 食 下 二 が 少 な

く、 繭 眉 重 が 重 く、 繭 層 生 産 効 率 ( 宙 周 重 / 食 下 二 X 1 0 0 ) が 高 い。

( 2 ) 密植 桑 は、 t 普 通 植 桑 よ り 藤 層 生 産 効 率 が 高 い。

( 3 ) 3 倍 体 桑 品 種 の 密 植 桑 は、 晩 秋 期 再 発 枝 の 桑 葉 給 与 で 消 化 率 が 高 く、 爾 層 生 産

効 率 も 高 い。

( 4 ) 3 倍 体 桑 品 種 は、 1 0 a 当 た り 収 桑 工 が 多 く、 鷲 層 生 産 二 が 多 い。

( 5 ) ゆき し の ぎ の 飼 料 効 率 は 低 い が、 5 齢 4 日 目 か ら し ん け ん も ち ( 3 倍 体 ) に 切

り 替 え て 給 桑 す る と、 飼 育 経 過 が 5 ～ 8 時 間 短 給 し、 稼 重、 憾 層 童 が 向 上 す る。

( 6 ) 2 倍 体 桑 品 種 で は、 剣 持 が 食 下 主、 繭 層 重、 繭 層 生 産 効 率 が 高 い。

3 . 指 導 上 の 留 意 事 項

( 1 ) 桑品 種 の 能 力 を 十 分 発 押 で き る よ う 肥 培 管 理 を 徹 底 す る`         ｀

( 2 ) 食下 員、 消 f ヒ量 は 5 齢 4 ヽ 6 日 目 に 最 大 と な る の で 飼 育 に あ た っ て は、 桑 不 足

と な ら な い よ う 留 意 す る。

( 3 ) 密植 桑 は、 晩 秋 期 再 発 枝 で、 ] 田 当 た り の 消 化 率 が 高 く 推 移 す る の で 十 分 給 桑

す そ,.

( 4 ) メッ シ ュ 気 候 図 に 表 示 の ゆ き し の ぎ の 適 応 地 域 で は、 し ん け ん も ち と の 組 み 合

せ に よ り 厳 賀 の 向 上 を 回 る こ と が 有 利 で あ る。
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